
2023 年 6月 27 日（火） 千頭星山 メンバー:L岩田、妻（会員外）

なぜか突然、妻が「鳳凰三山の地蔵岳でオベリスクを見たい」と言い出した。これはチャンスと最上級のおもてな

しで山行計画を立てる。訓練山行 2回でその後、テント泊で地蔵岳だ!!ということで、初回はオベリスクも見え

る千頭星山で足慣らし。土日は休みが合わないので、平日の火曜日に会社を休んで登山です。

ところが、朝起きたら窓の外は雨。ちょっとやる気をなくすがそのうちにやむという予報を信じ、出発を 1時間 30

分遅らせて出かける。思ったよりも細いくねくね道で時間がかかったけれど、駐車場に着く頃には曇ってはいるが、雨

は降りそうにない状況。これは千頭星山まで行けるかも。予定より 2時間遅れで登山開始。

とりあえず、甘利山まで登る。遊歩道であっという間に到着。向こうに千頭星山が見える。（写真１）天気も

持ちそうだ。少し休んで目的地を目指す。ここからはよく整備されたハイキング道。道の周りの笹を刈り、整備をし

ていただいている方がおられました。ありがとうございます。

ここからは予想外に急な登りの連続。一気に高度を上げる。ペースは妻に任せて後ろからついていくが、結構ペ

ースが速い。蒸し暑い気候で汗が滴り落ちる。妻は大丈夫かと見るが問題なさそう。それどころか日焼け対策と称

してマスクを付けている。高地トレーニングかっ!

山頂の手前は平らな広場が広がる。原っぱと言うらしい。これまで急登だったのに、山頂付近は平らな笹原が広

がっている。不思議な感じ。（写真２）あっという間に山頂着。大休止して記念撮影。（写真３）山頂は展

望はないが、どうせ鳳凰方面は雲で見えないので特に問題なし。

もと来た道を戻る。途中富士山が見えた。（写真４）さすがに山梨県、富士山がでかい。あっさりと下山。2

時間遅れて出発したが、下山は予定通りの時刻。早かった。訓練山行 1回目としてはとてもいい感じでした。

写真１ 甘利山からの千頭星山 写真２ 原っぱを行く

写真３ 山頂で記念撮影 写真４ 富士山が見えてよかった


